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広 報

世帯数 2,078戸
人 口 6,935人

男 3,341人
女 3,594人

出 生 男 0 女 1 計 1
死 亡 男 3 女 6 計 9

転 入 男12 女 4 計16
転 出 男 7 女 6 計13

（平成12年１月31日現在）

町 民 の 動 き

２００１

３
第３６９号

ビッグひな祭り開催
新世紀の春を告げる 月 日まで3 11

川口勝浦町長と藤平勝浦市長

千葉 勝浦市でも

同時開催!!

第13回



■

ド

イ

ツ

■

今
回
、
訪
問
し
た
の
は
、
オ
ー
バ
ー
エ
レ
ン
バ
ッ
ハ
村
、

リ
ヒ
ャ
ー
ロ
デ
村
で
、
二
村
と
も
人
口
は
五
百
人
以
下
の
小

さ
な
村
で
す
が
、
地
域
活
性
化
に
向
け
熱
心
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
特
に
、
築
二
百
年
の
農
家
を
林
間
学
校
に
改
築
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
州
内
外
か
ら
多
く
の
児
童
が
自
然
観
察
に

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
〇
〇
年
ハ
ノ
ー
バ
ー
万
国
博
覧
会
を
契
機
と
し
、
地
域

内
の
環
境
設
備
や
、
訪
れ
る
人
を
迎
え
よ
う
と

い
う
活
動
が
活
発
に
な
り
、
地
域
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
伝
統
的
文
化
、
自
然
環
境

と
の
共
存
に
重
点
を
置
き
各
事
業
を
成
功
さ
せ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
村
で
会
社
を
設

立
し
た
い
と
い
う
企
業
も
あ
る
と
か
。

地
域
振
興
の
理
念
、
方
策
等
得
ら
れ
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
の
平
均
所
得
は
月
額

二
十
五
万
円
、
こ
こ
か
ら
三
十
％

の
税
金
を
引
か
れ
る
。
ガ
ソ
リ
ン

は

あ
た
り
百
円
、
軽
油
は
八
十

円
で
あ
り
、
安
く
は
な
い
。（
環
境

税
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。）

ま
た
、
有
料
ト
イ
レ
も
多
く
、
使

用
料
は
約
五
十
ペ
ニ
ヒ
（
約
二
十

五
円
）

ド イ ツ

情 報

改築された林間学校

２

平
成
十
二
年
十
月
一
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
二
週
間
、

徳
島
県
市
町
村
職
員
海
外
研
修
視
察
団
の
団
員
と
し
て
ド
イ

ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
四
か
国

を
訪
問
し
、
地
域
振
興
、
福
祉
教
育
等
様
々
な
分
野
に
お
け

る
先
進
的
取
り
組
み
を
調
査
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
研
修
内
容
の
一
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
報
告
し
ま
す
。

総
務
課
長
補
佐

倉
坪
泰
幸

欧
州
研
修
に
参
加
し
て

■

デ
ン
マ
ー
ク

■

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
世
界
最
高
水
準
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
四
十
年
間
住
め
ば
年
金
も
支
給
さ
れ
、
教
育
、
医
療
等
の
個

人
負
担
は
ほ
と
ん
ど
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー

ク
で
は
、「
プ
ラ
イ
エ
ム
」
と
い
う
一
つ
の
施
設
で
老
若
を
問
わ
ず
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
入
所
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施

設
の
入
所
判
定
は
日
本
と
は
違
い
、
入
所
す
る
ま
で
の
調
整
役
は
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
が
行
い
ま
す
が
、
最
終
決
定
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意
思
が
最
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
所
者
の
起
床
・
食
事
の
時
間
に
つ
い
て
は
施
設
の
定
め
は
な
く
、
す
べ
て
入
所
者
本
人

の
希
望
の
時
間
と
し
て
い
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
行
事
と
し

て
春
、
夏
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
収
穫
祭
等
を
随
時
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
入
居
者
と
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
場
合
、
介
護
職
員
と
入
居
者
の
比
率
は
一
対
一
と

な
っ
て
お
り
、
一
人
の
介
護
に
一
人
の
介
護
職
員
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
五
割
を
越
え
る
税
負
担
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
の
多
く
は
、
こ
れ
以
上
の
福
祉
が
受

け
ら
れ
る
な
ら
、
今
以
上
の
税
負
担
を
す
る
意
向
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

街
並
み
は
、
非
常
に
古
く
一
六
〇
〇
年
前
後
の
建

物
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
古
い
建
物
を
取
り
壊
し
新

し
く
建
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
内
部
を
改
修
し

町
並
み
を
保
存
し
て
い
る
。
税
金
は
五
〇
％
と
非
常

に
高
負
担
で
あ
る
。

高
校
も
大
学
も
入
学
試
験
は
な
い
。
高
校
で
の
成

績
が
よ
け
れ
ば
大
学
へ
入
学
で
き
る
。

デンマーク

情 報
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
人
魚
姫
）

コペンハーゲン（人魚姫）



３

欧
州
各
国
は
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
強
い
個
性
を
発
揮
し
て
、
歴
史

的
建
造
物
は
、
言
う
に
及
ば
ず
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
景
観
や
環
境
の
保
全
に
腐
心
し
、

国
や
地
域
に
お
い
て
も
強
い
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
長
い
歴
史
の
上
に
培
わ
れ
た
文
化
や
伝

統
を
守
っ
て
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
二
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
研
修
で
あ
り
ま
し
た
が
、
十
一
ヶ

所
の
公
式
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
、
文
化
を
直
接
、

自
分
た
ち
の
目
で
見
、
肌
で
感
じ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

イ
ギ
リ
ス

■

今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
キ
ー
ン
ズ
市
は
、
緑
が
き

れ
い
な
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
英
国
内
で
最
も
大
き
い
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
人
口
二
十
万
人
を
擁
し
、
五
千
人
の
公
務
員
が

働
い
て
お
り
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
、
自
動
車
関
連
等
の
企
業
が
進

出
し
、
現
在
も
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
他
の
市
か
ら
車
で
の
通
勤
者
が
大
幅
に
増
加
し
、

こ
の
対
応
策
と
し
て
道
路
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ロ
ー

タ
リ
ー
交
差
点
で
住
宅
街
を
取
り
囲
む
よ
う
に
な
り
、
最
近
五

年
間
、
交
通
停
滞
に
よ
り
市
民
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
の
都
市
発
展
に
伴
い
、
予
測
さ
れ
る
交
通
停
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
都
市
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
中
で
市
民
の
理
解
を
得
て
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
（
駐
車
場
か
ら
バ
ス
に
乗

り
換
え
市
街
地
中
心
部
に
通
勤
す
る
も
の
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
停

滞
の
緩
和
、
街
の
大
気
汚
染
防
止
、
騒
音
の
低
迷
等
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
、
専
用
バ
ス
レ
ー
ン
の
併
設
、
松
茂
町
周
辺
に
専
用
駐
車
場
の
建
設
等
、
安
全

で
快
適
な
交
通
環
境
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
成
果
は
十
分
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
活
用
し
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
交
通
の
総
合
的
政
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
非
常
に
優
秀
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
観
光
交

通
手
段
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
良
い
。
た
ば
こ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
と
も
非
常
に
高
い
。

（
一
箱
約
七
百
円
し
ま
す
。）

オーストリア

情 報

■

オ
ー
ス
ト
リ
ア

■

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
土
面
積
は
、
北
海
道
く
ら
い
の
面
積

で
あ
り
、
人
口
八
百
万
人
、
美
術
、
音
楽
、
建
築
の
街
で
す
。

一
七
〇
〇
年
当
時
の
建
築
物
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
七
百
以

上
も
の
公
園
を
有
し
、
ま
さ
に
世
界
一
の
観
光
国
で
す
。

午
前
中
に
、
市
内
に
あ
る
ラ
ー
エ
ル
ベ
ル
グ
幼
稚
園
を
視

察
し
、
そ
の
後
プ
ル
カ
ー
ス
ド
ル
フ
自
然
遊
歩
道
を
散
策
し

な
が
ら
森
林
と
自
然
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

遊
歩
道
は
、
市
民
の
森
と
し
て
七
十
三
ha
を
解
放
し
て
、
森

林
と
自
然
に
対
す
る
教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
に
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

延
長
三
㎞
、
標
高
四
百
三
十
ｍ
ま
で
続
く
こ
の
遊
歩
道
で

は
、
管
理
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ウ
ィ
ー
ン
の
森
特
有
の
種
々
の
樹
木
、
草
花
を
間
近
に
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
大
変
人
気
の
あ
る
遊
歩
道
で
す
。

こ
の
地
区
で
は
、
個
人
所
有
の
山
林
に
つ
い
て
も
、
一
般
に
解
放
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
ベ
ン
チ
、
ゴ
ミ
箱
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
森
を
守
る
に
は
、
市
民
に
森
を
解
放
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
市
民
の
理
解
協
力
を
得
る
、
ま
た
そ
こ
に
生
息
す
る

動
物
と
森
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
を
守
る
と

言
う
こ
と
を
強
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
産
業
技
術
も
優
秀
で
あ
り
、
十
八
名
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
特
に
カ
メ
ラ
、
ミ
シ

ン
の
技
術
は
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
い
も
の
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
手
本
国

で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
で
も
あ
り
日
曜
日
、
商
店

は
全
て
閉
店
す
る
。
水
は
冷
た
く
て
大
変
お
い
し
い
。

ウィーン市森林局リチャード・レドル氏より、
プルカスドルフ自然遊歩道の説明を受ける

ウィーン市役所

ロンドン郊外の町なみ

ライドシステム（ミルトンキーンズ市）
整備された駐車場

駐車場からバスに乗りかえる市民
（ミルトンキーンズ市）

ミルトンキーンズ市交通局長
トニー・カーク氏より説明を受ける

イギリス

情 報

パーク



４

生比奈小学生５年生が

パソコンで新聞づくり
１月23日に朝日新聞社の新聞づくり移動教

室で編集パソコンやカラープリンターを積ん

だ「出前朝日号」を使って８人のスタッフの

指導により生比奈小学校５年生35人（担任

藤井春代先生）が新聞づくりをしました。

小さな記者たちは、勝浦中央橋のできる前

の船で渡ったり、木橋、せん水橋の時代のこ

とを調べたり、今の便利になった橋の大き

さや利用方法などをがんばって調べました。

また、デジタルカメラで写した写真やパ

ソコンで記事を編集して、きれいなカラー

の新聞が出てくるとみんな目を丸くしてびっ

くりしていました。ひょっとすると、笑っ

ている子どもたちのなかに10年後には本当

の新聞記者がいるかもしれないと思う１日

でした。

子ども記者たちが熱心に取材したよ

交通安全
街頭キャンペーン 実

施

２月８日、役場前の県道で、スリップ事故

などの注意を呼びかける街頭キャンペーンを

実施しました。当日は、交通安全推進協議会

の会員の他約20名の方が、ドライバーに安全

運転を呼びかけるチラシなどを配りました。

ドライバーのみなさん、安全運転を心がけ

ましょう。

県
指
定
文
化
財
を
守
れ

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一

月
二
十
六
日
、
鶴
林
寺
に

お
い
て
、
県
指
定
文
化
財

の
三
重
の
塔
か
ら
出
火
し

た
と
の
想
定
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

こ
の
訓
練
に
は
、
町
消

防
団
第
七
分
団
、
県
・
町

教
育
委
員
会
、
町
文
化
財

保
護
委
員
か
ら
約
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

勝

鶴
林
寺
で
消
防
訓
練



５

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会

第15回
一
月
二
十
八
日

、
星
谷
運
動
公
園
に
お

い
て
、
勝
浦
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝

大
会
が
、
男
子
二
十
三
チ
ー
ム
（
オ
ー
プ
ン

二
含
む
）
女
子
十
チ
ー
ム
（
オ
ー
プ
ン
二
含

む
）
の
参
加
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
風
の
中
、
元
気
よ
く
走
り
出
し
た
選
手

た
ち
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

○

男

子

優

勝

生
比
奈
野
球
ク
ラ
ブ
Ａ

二

位

勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
Ａ

三

位

Ｆ
Ｃ
ク
レ
イ
ン
Ａ

○

個
人
表
彰
者

中

拓
也
（
生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
Ａ
）

三
分
五
三
秒

加
藤

亮
（
生
比
奈
少
年
野
球
Ａ
）

四
分
〇
一
秒

藤
野
泰
志
（
Ｆ
Ｃ
ク
レ
イ
ン
Ａ
）

四
分
〇
三
秒

柏
原
功
卓
（
生
比
奈
少
年
野
球
Ａ
）

四
分
〇
七
秒

笠
松
弘
信
（
上
勝
や
ま
び
こ
Ａ
）

四
分
〇
八
秒

平
間
勝
也
（
生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
Ａ
）

四
分
〇
八
秒

浜
口
郁
章
（
横
瀬
ミ
ニ
バ
ス
Ｂ
）

四
分
〇
九
秒

谷
本
明
弘
（
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
Ａ
）

四
分
〇
九
秒

上
野
雅
人
（
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
Ａ
）

四
分
〇
九
秒

田
中

薫
（
Ｆ
Ｃ
ク
レ
イ
ン
Ａ
）

四
分
〇
九
秒

○

女

子

優

勝

横
瀬
Ｊ
Ｖ
Ｃ

二

位

生
比
奈
少
女
バ
レ
ー
Ｂ

三

位

生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

○

個
人
表
彰
者

小
西
美
佐
（
生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
）

三
分
五
九
秒

北
内
実
佳
子
（
横
瀬
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）

四
分
〇
〇
秒

米
川
由
真
（
横
瀬
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）

四
分
〇
三
秒

吉
本
真
由
香
（
生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
）

四
分
〇
三
秒

中
村
尚
実
（
生
比
奈
少
女
バ
レ
ー
Ａ
）

四
分
〇
八
秒

山
口
恵
理
佳
（
横
瀬
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）

四
分
一
二
秒

中
村
真
弓
（
生
比
奈
少
女
バ
レ
ー
Ｂ
）

四
分
一
七
秒

米
川
由
華
（
横
瀬
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）

四
分
一
八
秒

平
岡
摩
紀
（
横
瀬
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）

四
分
二
〇
秒

徳
政
千
里
（
生
比
奈
少
女
バ
レ
ー
Ａ
）

四
分
二
五
秒

女子優勝 中 角

１月22日から26日までの５日間、男子８チーム、

女子４チームの参加によって、勝浦中学校体育館

で開催されました。

１回戦から好ゲームの連続で決勝は、男子が専

門学校対棚野、女子が中角対今山・黒岩の対戦と

なり、男子は専門学校、女子は中角がそれぞれ優

勝しました。

男子優勝 専門学校

①
久

国

②
生

名

③
専
門
学
校

④
星

谷

⑤
与

川

内

⑥
横

瀬

⑦
棚

野

⑧
山

西

掛

優 勝

専門学校

②
山

西

掛

①
中

角

③
横

瀬

④
今
山
・
黒
岩

優 勝

中 角

男子 女子

バスケットボール大会地区対抗

男子優勝 生比奈野球クラブＡ

女子優勝 横瀬ＪＶＣ

（日）



総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

日

時

三
月
三
日

開
場

午
後
五
時
三
十
分

開
演

午
後
六
時

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

町
民
の
み
な
さ
ま
の
芸
能
文
化
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と

し
て
、
勝
浦
町
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
し
ま
す
。
な
お
、
先
着
百
五
十
人
の

方
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

今
月
号
の
広
報
に
折
り
込
み
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
を
上
映

日

時

三
月
三
日

午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

介
護
劇
「
家
に
お
ら
ん
で
パ
ー
ト
６
」

映
画
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」

出
演

森
光
子
・
滝
沢
秀
明

（
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
Ｊｒ
）

問
い
合
わ
せ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
荘

二
―
三
七
〇
〇
（
担
当
増
田
）

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方

は
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
職
種

正
・
准
看
護
婦

若
干
名

募
集
期
間

三
月
一
日

～
三
月
十
二
日

提
出
先
お
よ
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
棚
野
字
竹
国
十
三
番
地
の
二

勝
浦
病
院

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
五
五

※
詳
し
く
は
、
病
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６

オ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

第６回
ほのぼの入

場

無

料

催

し

・

イ

べ

ン

ト

募

集

し

ま

す

勝
浦
病
院
臨
時
職
員
募
集

平
成
十
三
年
度

勝
浦
町
芸
能
大
会

子
ど
も
映
画
ま
つ
り

さあ、み
んなで

アンパン
マンを

見に行こ
う！！

そしてア
ンパン

マンの歌
を歌っ

て応援し
よう。

一
回
目

午
後
一
時
～

二
回
目

午
後
二
時
四
十
分
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
も
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

三
月
三
十
一
日

（土）

（土）

（土）

（月）

（木）

（土）



初
心
者
大
歓
迎
。
や
さ
し
い
指
導
に
よ
り

つ
よ
く
た
く
ま
し
い
人
を
作
り
ま
す
。

柔
道
着
貸
与
。

連
絡
先

教
育
委
員
会
事
務
局
（

二
―
二

五
一
五
）
ま
た
は
高
木
忠
（

二
―

三
七
九
〇
）
ま
で

町
民
交
通
傷
害
保
険

家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
が
家
族
に
も
た
ら
す
影
響
は
、

多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
つ
事
故
に
出
会
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

申

込

先

勝
浦
町
役
場
住
民
課

申
込
受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
日

申

込

書

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

加
入
申
し
込
み
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者

氏
名
等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険
料

を
添
え
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

四
月
一
日
か
ら
一
年
間

保

険

料

一
口

四
百
八
十
円

（
一
人
二
口
ま
で
加
入
可
）

そ

の

他

四
月
一
日
現
在
保
育
所
へ
入
所

の
乳
幼
児
・
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
町

が
半
分
負
担
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
三

月
一
日
か
ら
三
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
、
無

料
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
期
間
で
す
。

縦
覧
場
所

勝
浦
町
役
場
税
務
課

縦
覧
期
間

平
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祭
日
を
除
く
）

募
集
期
間

平
成
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
日

採
用
予
定
人
員

高
校
生

一
人
程
度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

一
人
程
度

大
学
生

三
人
程
度

奨
学
貸
付
金
等
の
額

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準
備
金

大
学
入
学
準
備
金入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、

書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦

町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二
―
二
五
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
医
療
費
、
給
食

費
、
学
用
品
費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二
―
二
五
一

五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７

Information

ご

利

用

く

だ

さ

い

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

少
年
柔
道
新
入
生
募
集

平
成
十
三
年
度

平
成
十
三
年
度

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
！！

（木）

（金）



毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
、
園
庭
）

十
時
～
十
一
時
三
十
分

お
子
さ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

わ
ん
ぱ
く
教
室
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
保
育
所
行
事
の
都
合
で
三
月
十
五

日
で
終
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
相
談
時
の
受
付
は
平
日
九
時
か
ら

四
時
の
間
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
ま
た
は
来

所
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
子

育
て
の
悩
み
等
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勝
浦
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
は
、
来
る
平
成
十

三
年
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
閉
店
と
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
客
さ
ま
地
域

勝
浦
町
・
上
勝
町

変

更

日

平
成
十
三
年
四
月
一
日

新
し
い
お
客
さ
ま
窓
口

事
業
所

小
松
島
営
業
所

住

所

徳
島
県
小
松
島
市
横
須
町
二
―
八

〇
一
二
〇
―
二
一
七
―
一
七
二

〇
八
八
五
三
―
二
―
一
七
一
七

ま
た
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
等
に
口
座
を

お
持
ち
の
方
は
、
是
非
便
利
で
お
得
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
六
年
以
後
に
建
て
ら
れ
た
建
築

物
は
、
新
し
い
建
築
基
準
に
よ
っ
て
耐
震
性

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
基
準
の
建
物

は
耐
震
診
断
と
改
修
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
で
は
、
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
惨
事
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
診
断
と
改
修
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
～
五
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所

建
設
セ
ン
タ
ー
五
階

（
徳
島
市
富
田
浜
二
―
一
〇
）

徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
内

〇
八
八
―
六
五
二
―
五
八
六
二

ＦＡＸ
〇
八
八
―
六
五
三
―
五
二
〇
一

内
容

○
徳
島
県
が
開
設
し
た
無
料
相
談
所

○
建
築
構
造
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応

○
電
話
相
談
も
受
付

８

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等に最適な保険です。

加 入 区 分 掛 金
傷害保険（保険金額） 賠償責任保険

（補償限度額）
共済見舞金

死 亡 後遺障害 入 院 通 院

Ａ
子どものスポーツ活動等
成人の文化活動、ボラン
ティア活動、地域活動

円

450
万円

2，000

万円
最高

3，000

万円
１日につき

4，000円
１日につき

1，500
身体賠償

１人 １億円
１事故５億円

財物賠償

500万円
（免責1，000円）

突然死

140万円Ｂ 老人のスポーツ活動 800 500 750 1，800 1，000
Ｃ 成人のスポーツ活動 1，400 2，000 3，000 4，000 1，500

Ｄ
山岳登はん、アメリカ
ンフットボールなど

9，000 500 750 1，800 1，000

対象となる事故 ○グループ活動中の事故 ○往復途中の事故
保 険 期 間 平成13年４月１日～翌年３月31日まで（申込受付は３月から）

三
月
の
予
定

15日 ８日 １日
・
お
わ
か
れ
遠
足

（
十
一
時
～
十
二
時
三
十
分
）

場
所

星
谷
運
動
公
園
（
現
地
集
合
・
解
散
）

☆
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
三
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
製
作
（
作
っ
て
み
よ
う
お
ひ
な
さ
ま
）

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
!

お
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

お

知

ら

せ

「
四
国
電
力
勝
浦
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
」閉
店
の
お
知
ら
せ

月 日 対象地区 時間 場 所

３月１日 中 角

９

時

～

午

後

４

時

農 村 婦 人 の 家

２日 星 谷 星 谷 集 会 所

５日 中 山 中 山 集 会 所

６日 横 瀬 農村環境改善センター

７日 与川内 農村環境改善センター

９日 坂 本 ＪＡ坂本出張所

12日 坂 本 坂 本 集 会 所

13日 全 町 役場（第１･２会議室）

14日 全 町 役場（第１･２会議室）

15日 全 町 役場（第１･２会議室）

平
成
十
三
年
度
住
民
税
の
所
得
申
告
お
よ
び

平
成
十
二
年
度
所
得
税
の
確
定
申
告
日
程

お問い合わせ
スポーツ安全協会徳島県支部
（徳島県体育協会内）
〒770－0939
徳島市かちどき橋１－41
088－655－3660
ホームページアドレス
ｈｔｔｐ：ｗｗｗ．ｓｐｏｒｔｓａｎｚｅｎ．ｏｒｇ

あ
な
た
の
建
物
地
震
に
強
い
で
す
か
？

建
築
物
耐
震
相
談
所

スポーツ安全保険のご案内

（木） （木） （木）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）



二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
で
も
国

本
人

民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
二
十
歳
前
に
就
職
し
て
、

職
場
の
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は

共
済
組
合
）
の
加
入
者
に
な
っ
た
人
は
、
第

二
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
手

続
き
不
要
で
す
。

職
場
の
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
保
険

本
人

ま
た
は
共
済
組
合
）
の
加
入
者
に
な

る
と
、
第
二
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

配
偶
者
が
職
場
の
年
金
制

被
扶
養
配
偶
者
度
に
加
入
す
る
と
、
被
扶

養
配
偶
者
の
国
民
年
金
の
種
別
は
第
三
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

結
婚
し
て
第
二
号
被
保
険

被
扶
養
配
偶
者
者
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な

っ
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
種
別
は
、
第
三

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
第
一
号
被
保
険
者
と
結
婚
し
た
と

き
は
、
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

退
職
し
て
職
場
の
年
金
制
度
の
加
入

本
人

者
で
な
く
な
る
と
、
国
民
年
金
の
種

別
は
、
第
二
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。配
偶
者
が
退
職
し
て
職
場

被
扶
養
配
偶
者
の
年
金
制
度
の
加
入
者
で

な
く
な
る
と
、
被
扶
養
配
偶
者
の
国
民
年
金

の
種
別
は
、
第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

届
出
も
れ
は
一
生
の
損
!!

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
就
職
や
退
職
、

結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
で
き
ち
ん
と
年
金

加
入
手
続
き
・
種
別
変
更
の
手
続
き
を
し
て

お
か
な
い
と
、
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
な

り
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
第
三
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
届

出
を
す
れ
ば
保
険
料
納
付
済
期
間
と
な
り
ま

す
が
、
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
二
年
以
上
前

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
の
保
険
料
納
付
済
期
間
と
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
へ

（

二
―
一
五
〇
一
）

９

Information

男男
女女
共共
同同
参参
画画
社社
会会

づづ
くく
りり
にに
向向
けけ
てて
!!!!

一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
し
自
ら
の
意
思
と
責
任
に
よ
っ
て
生

き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
で
す
。

今
回
は
、
平
成
十
一
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
に
つ
い
て
、

法
律
は
第
二
十
六
条
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で
を
分
か
り
や
す

く
表
現
し
ま
す
。

○
第
一
条
（
目
的
）

第
一
条
で
は
女ひと
と
男ひと
が
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
た
め

自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
き
ら
れ

る
社
会
づ
く
り

の
道
し
る
べ
と
し
て
目
的

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
そ
っ
て
、
国
、

地
方
、
団
体
、
個
人
が
責
任
を
も
っ
て
歩
い

て
い
け
ば
、
み
ん
な
が
住
み
よ
い
社
会
へ
の

道
が
開
か
れ
て
い
き
ま
す
。

○
第
二
条
（
定
義
）

今
の
日
本
の
社
会
は
企
業
の
管
理
職
や
議

員
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
女
性
と
い
う
理
由
で
機
会
が
与

え
ら
れ
な
い
現
状
が
あ
る
か
ら
で
す
。
男
女

参
画
社
会
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
意
思
決

定
の
場
に
女
性
が
男
性
と
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
責
任
を
負
え
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

○
第
三
条
（
男
女
の
人
権
の
尊
重
）

社
会
に
は
十
人
十
色
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
・

生
き
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
価
値
観
を
お

互
い
に
尊
重
し
理
解
し
て
、
個
人
と
し
て
能
力

を
発
揮
す
る
機
会
を
確
保
し
て
き
ま
し
ょ
う
。

○
第
四
条
（
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮
）

男
女
間
で
の
性
別
役
割
分
担
や
固
定
観
念
等

が
、
多
様
な
生
き
方
を
阻
ん
で
い
た
り
し
ま
す
。

税
や
社
会
保
障
等
の
制
度
も
女
性
の
就
労
の
制

約
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
し
た
問
題
を
敏
感
な
視
点
で
点
検
し
ま
す
。

○
第
五
条
（
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共

同
参
画
）

国
又
は
地
方
の
政
策
は
も
と
よ
り
企
業
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
の
行
事
等
の
計
画
や
決
定

は
、
多
く
の
女
性
が
参
加
し
て
女
性
の
意
思

も
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
第
六
条
（
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の

活
動
の
両
立
）

子
育
て
や
介
護
は
、
一
定
の
人
が
す
る
の

で
は
な
く
家
族
や
地
域
社
会
、
皆
で
か
か
わ
っ

て
い
き
、
自
分
の
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う
な

生
き
方
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

担
当
課

住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

就
職
し
た
と
き

結
婚
し
た
と
き

退
職
し
た
と
き

（
自
営
業
者
に
な
っ
た
と
き
）

国
民
年
金
の

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
だ
よ
り
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税
金
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
消
費
税
、
た
ば
こ
税
、
法

人
税
、
地
価
税
、
所
得
税
な
ど
僕
の

知
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ど
ん
な
も
の
に

か
か
る
税
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

僕
は
、「
税
っ
て
複
雑
な
ん
だ
な
あ
。」

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
少
し
税

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
税
は
、
は
る
か
昔
の
大

和
時
代
か
ら
、
役
え
だ
ち

や
税
た
ち
か
ら

な
ど
と
い
う

名
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
に

い
た
る
ま
で
、
年
代
年
代
で
様
々
な

税
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
、
そ
ん
な

昔
か
ら
税
が
あ
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
の
で
、
少
し
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、

国
税
や
、
地
方
税
に
わ
け
ら
れ
た
り
、

直
接
税
や
間
接
税
に
わ
け
ら
れ
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

中
で
も
目
を
ひ
い
た
の
が
、
教
育
に

使
わ
れ
て
い
る
税
で
し
た
。
現
在
、

国
や
県
・
市
町
村
で
は
、
中
学
生
一

人
に
つ
き
、
年
間
約
八
十
六
万
円
を

教
育
費
と
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
国
の
歳
出
の
八
％
あ
ま
り

を
占
め
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
地

方
公
共
団
体
で
も
、
義
務
教
育
の
費

用
な
ど
に
歳
出
の
約
二
十
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
僕
た
ち
子
ど

も
が
、
よ
り
よ
い
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

税
金
は
、
国
や
国
民
が
よ
り
よ
く
な

る
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

も
し
も
、
税
金
が
無
く
な
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
前
の
僕

だ
っ
た
ら
、
多
分
喜
ん
で
い
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
違
い
ま
す
。

も
し
そ
う
な
れ
ば
、
義
務
教
育
で
受

け
て
い
た
、
小
・
中
学
校
も
す
べ
て

自
己
負
担
に
な
る
し
、
道
路
の
整
備
、

火
事
な
ど
が
起
き
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。
税
と
い
う
の
は

毎
日
の
中
で
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
活

用
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
、
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ

た
税
で
す
が
、
も
う
僕
も
十
五
歳
な

の
で
、
も
う
少
し
す
れ
ば
、
納
税
の

義
務
が
か
せ
ら
れ
ま
す
。
納
税
を
行
っ

て
い
な
い
人
も
い
る
の
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
僕
は
き
ち
ん
と
納
税
を
し
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
作
る
の

を
、
少
し
で
も
手
伝
い
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
先
、
も
っ
と
も
っ
と

暮
ら
し
や
す
い
社
会
が
作
れ
る
よ
う

に
税
金
を
理
解
し
て
、
学
ぶ
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

３

税
に
つ
い
て勝浦中学校３年

芳 野 一 也さん

税務課 廃車･名義変更は
確実に済ませましょう!

○ 原動機付自転車（125cc以下のバイク）

町役場税務課

（ ２－１５０３）

○ 二輪の小型自動車（125ccを全てのオートバイ）

四国運輸局徳島陸運支局

（ ０８８－６４１－４８１２）

○ 軽自動車

徳島県軽自動車協会

（ ０８８－６４１－２０１０）

バイクや自動二輪、軽自動車などにかかる

軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課

税されます。

したがって、もうすでに使用していない軽

自動車でも、廃車の手続きをしなければ、今

後ずっと課税されることになります。

また、だれかに売ったり、譲ったりしても

手続きをしなければ同様のこととなりますの

で、廃車や名義変更の届出をしていない人、

また住所を変更した人は、３月30日 までに

次の窓口で手続きを行ってください。

税
に
関
す
る
作
文

（金）
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「
優
し
く
接
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」

私
は
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、

い
つ
も
、
こ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
考
え
を
く
つ
が
え
さ
れ
た
の

は
、
去
年
の
養
護
学
校
祭
で
し
た
。
中

学
校
か
ら
の
手
伝
い
と
し
て
、
そ
し
て

交
流
を
目
的
と
し
て
、
養
護
学
校
祭
に

参
加
し
た
と
き
、
私
は
一
人
の
男
子
生

徒
と
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
人
は
私
と

歳
も
一
、
二
歳
し
か
変
わ
ら
な
い
の
に
、

と
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
も
っ

た
人
で
し
た
。

彼
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
い
う
病

気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
筋
肉
が
し
だ
い

に
弱
っ
て
い
く
病
気
で
す
。
そ
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
機
能
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。

「
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
」
と
い

う
彼
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
描
き
続
け

て
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
思
い
、
存
在
を
絵
の
中
に
表

現
し
た
い
。」
展
示
さ
れ
て
い
た
絵
が
、

彼
の
思
い
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

自
身
の
明
る
さ
、
前
向
き
さ
を
写
し
た

よ
う
な
そ
の
絵
は
、
私
が
今
ま
で
見
た

ど
の
絵
よ
り
も
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
彼
が
、
私
た
ち
に
こ
う
い
い
ま

し
た
。

「
皆
さ
ん
は
僕
た
ち
に
と
て
も
優
し
く

し
て
く
れ
ま
す
。
け
れ
ど
優
し
す
ぎ
る

の
は
、
少
し
、
つ
ら
い
で
す
。」
私
は

ど
う
し
て
、
と
思
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
彼
は
さ
ら
に
こ
う
続
け
ま

し
た
。

「
僕
た
ち
は
、
障
害
と
い
う
ハ
ン
デ
を

も
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を
別
視

し
な
い
で
ほ
し
い
。
僕
た
ち
に
普
通
に

接
し
て
く
だ
さ
い
。」

半
年
以
上
経
っ
た
今
も
、
そ
の
言
葉
を

ま
だ
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
印
象
的

な
出
来
事
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
障
害
を
も
っ
て

い
る
人
を
外
見
で
判
断
し
て
、「
か
わ
い

そ
う
」
と
い
う
目
で
見
て
い
た
の
で
す
。

だ
か
ら
優
し
く
一
生
懸
命
、
手
助
け
を

す
る
の
が
い
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
間
違
っ
た
考
え
だ
っ
た
の
で

す
。
身
体
の
一
部
が
不
自
由
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
人
が
、「
不
幸

で
か
わ
い
そ
う
」
で
は
な
い
の
に
。

こ
の
こ
と
に
、
は
っ
き
り
と
気
づ
か

せ
ら
れ
た
の
は
、
あ
る
一
冊
の
本
と
の

出
会
い
で
し
た
。
今
年
の
夏
、
私
は
乙

武
洋
匡
さ
ん
の
「
五
体
不
満
足
」
を
何

回
も
読
み
ま
し
た
。

そ
の
本
の
帯
に
「
障
害
は
不
便
で
す
。

だ
け
ど
、
不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
乙
武
さ
ん
の
行

動
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
言
葉
そ
の
も
の

で
す
。
本
の
中
の
乙
武
さ
ん
は
生
き
生

き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
毎
日
を
み
ん

な
と
一
緒
に
幸
せ
に
生
き
て
い
ま
す
。

「
な
か
に
は
、
性
格
が
悪
く
誰
に
も
相

手
に
さ
れ
な
い
よ
う
な
障
害
者
も
い
る

だ
ろ
う
。
彼
ら
は
確
か
に
か
わ
い
そ
う

だ
が
そ
れ
は
障
害
か
ら
く
る
も
の
で
は

な
い
。
た
ま
た
ま
障
害
者
で
あ
っ
た
と

い
う
だ
け
で
人
間
の
中
身
の
問
題
だ
。」

「
五
体
不
満
足
」
を
読
ん
だ
な
か
で
、

私
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

人
間
同
士
の
付
き
合
い
の
中
で
重
要
な

の
は
中
身
だ
と
言
う
こ
と
を
再
確
認
し

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

「
身
体
的
特
徴
。」
乙
武
さ
ん
は
障
害

を
そ
ん
な
言
葉
で
表
し
て
い
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
生
き

て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
の
人
々
は
、

身
体
的
な
点
で
い
え
ば
私
た
ち
と
少
し

ち
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

ち
が
う
と
い
え
ば
何
十
億
も
の
人
間
、

一
人
ひ
と
り
、
み
ん
な
ち
が
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
は
そ
の
こ
と
を
常
に
頭
に

お
き
、
障
害
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
敬
遠

せ
ず
に
一
人
の
人
間
と
し
て
接
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
障
害
者
と
し
て
大
事
に
す
る
の
で

は
な
い
。
一
人
の
人
間
と
し
て
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。」

養
護
学
校
の
彼
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、

こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。

あ
る
日
、
何
げ
な
く
見
て
い
た
ニ
ュ
ー

ス
の
中
で
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
の
画
面
に
は
、
乙
武
さ
ん
が
い
た

か
ら
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
中
で

し
た
。
乙
武
さ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
内
容
は
海
外
で
の
障
害
者
に
対
す
る
、

公
共
福
祉
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

少
し
低
い
駅
の
キ
ッ
プ
売
り
場
。
そ

れ
は
障
害
者
の
人
の
た
め
に
も
う
け
ら

れ
た
も
の
だ
と
乙
武
さ
ん
は
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と

日
本
で
は
な
い
も
の
を
、、
私
た
ち
に

レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
レ
ポ
ー
ト
ぶ
り
か
ら
は
、
彼
が

障
害
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
な
ん
か
、
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
人
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

事
実
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

養
護
学
校
の
彼
と
乙
武
さ
ん
と
の
出

会
い
で
、
私
は
「
人
間
を
人
間
と
し
て

大
事
に
す
る
」
と
い
う
、
社
会
の
中
で

人
と
接
し
て
生
き
る
こ
と
の
基
本
を
学

び
ま
し
た
。
簡
単
な
よ
う
で
、
と
て
も

難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

こ
の
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
と

す
ご
く
、
優
し
く
温
か
い
も
の
が
響
い

て
き
ま
す
。

私
は
私
が
で
き
る
小
さ
な
事
か
ら
始

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

人としてのつきあい
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クリーン情報リサイクルで豊かな未来

家電リサイクル法 パートⅢ

集められた廃家
電

はどう
なるのでしょう？

４月１日から特定家庭用機器再商品化法（通称

「家電リサイクル法」）が本格施行され、エアコン、

テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機の対象４品目が

集められます。

製造業者（メーカー）のリサイクル施設で、再

商品化できる部分とできない部分に分けられ、再

商品化できる部分は新しい製品の部品や原材料、

燃えるものについては燃料等の熱源として再利用

されます。再商品化できないものについては、産

業廃棄物として処分されます。

再商品化できる部分をどれだけの比率で取り出

さなければいけないのかというと、４月からの家

電リサイクル法施行当初は、
○エ ア コ ン 60％以上
○テ レ ビ 55％以上

○電気冷蔵庫 50％以上
○電気洗濯機 50％以上

これだけの義務が製造業者（メーカー）にはあ

ります。

この家電リサイクル法は、製品を買う人、売る人、

作る人が協力して廃棄物を減らす努力と、住んで

いる地域や環境を守ることを目的にしています。

どうか町民のみなさんのご協力をお願いします。

集められるルート

消 費 者

小売業者

製造業者（メーカー）指定の引き取り場所

製造業者（メーカー）のリサイクル施設

運搬費用（小売業者、市町村によって違

う）とリサイクル料金（別表）が必要

（小売業者に引き取り義務のない物は

市町村）

勝浦町の場合は徳島市内の２ヶ所。メー

カーによって分かれている。

別表 リサイクル料金

エ ア コン 3,500円

テ レ ビ 2,700円

電気冷蔵庫 4,600円

電気洗濯機 2,400円

ごく一部の会社
の製品がこの料

金と違うものが

あります。

こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
配
水
施
設
の
処

理
区
域
を
除
く
全
町
域
。

対

象

者

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
で
、
建

築
基
準
法
又
は
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基

づ
く
確
認
、
届
出
の
手
続
き
を
行
う
者
。

補
助
金
額

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
ま
で

二
―
一
五
〇
一

※
補
助
金
の
枠
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
先
着
順
で
締
め
切
ら
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

合
併
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金

の
ご
案
内

平成13年度

人槽区分 補助金額（千円）

５ 人 ３５４

６～７人 ４１１

８～10人 ５１９

11～20人 ９８１

21～30人 １，６６８

31～50人 ２，２３８

（１）（２）（３）（４）
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クリーン情報 家庭ゴミ 出す前に分別チェック

３月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日
（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日
（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日
（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四
月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 出 張 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

３月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日
（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

３

月
17

日

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃
〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 出 張 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え

て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

三
月
七
日

三
月
二
十
一
日

あき缶を出すときは、
次のことに注意してください。

○必ず指定された日に、指定された袋で出して

ください。

○アルミ缶とスチール缶を分

別してください。
○ビンやからつなど、缶以外

の物は入れないでください。

○缶の中の水分や異物は取り
除いてください。

○あき缶には、スチール・

アルミの表示があります。

分別するときに確認して

ください。

（土）

（水）

（水）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表



人
込
み
の
中
よ
り
戻
り
柿
落
葉
を
掃
き
寄
せ
て
を
り
静
け
さ
に
浸
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

〈
評
〉
誰
し
も
人
込
み
の
中
に
い
る
と
緊
張
し
て
、
こ
こ
ろ
安

ま
る
こ
と
が
な
い
も
の
だ
。
わ
が
家
に
帰
っ
て
庭
の
柿
落

葉
を
掃
き
寄
せ
て
い
る
と
き
こ
そ
ほ
っ
と
落
ち
つ
く
も
の

で
あ
ろ
う
。「
静
け
さ
に
浸
る
」
に
安
ら
ぎ
の
思
い
が
出
て

よ
い
歌
と
な
っ
た
。

も
み
じ
葉
の
流
れ
来
た
り
て
吊
り
橋
の
下
の
深
み
に
透
き
て
沈
め
り

横
瀬

広
安
美
枝
子

〈
評
〉
吊
り
橋
の
下
に
流
れ
込
ん
で
来
た
紅
葉
が
、
渕
に
沈
ん

で
す
き
透
っ
て
見
え
る
の
だ
。
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

自
然
の
営
み
の
清
し
さ
が
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
て
と
て

も
上
手
な
歌
で
あ
る
。
と
く
に
下
句
が
巧
み
だ
。

初
旅
は
噴
煙
を
背
に
桜
島
林
芙
美
子
の
碑
い
し
ぶ
み

を
読
む

坂
本

山
口
昭
市

〈
評
〉
初
め
て
の
旅
行
は
九
州
。
そ
れ
も
噴
煙
の
あ
が
る
桜
島

で
あ
る
。
そ
こ
は
放
浪
の
文
人
林
芙
美
子
の
石
碑
の
あ
る
と

こ
ろ
。「
噴
煙
を
背
に
」
と
「
碑
を
読
む
」
の
二
つ
の
フ
レ
ー

ズ
が
ひ
び
き
合
っ
て
、
と
て
も
巧
み
な
よ
い
歌
で
あ
る
。

新
し
き
着
物
の
し
つ
け
取
る
時
に
女
で
あ
り
た
る
幸
せ
を
知
る

横
瀬

日
下
克
子

絨
毯
の
如
く
銀
杏
の
散
り
し
き
て
放
課
後
の
庭
ひ
と
き
わ
明
る
し

横
瀬

平
山
美
千
江

「
大
地
の
子
」
の
再
放
映
の
あ
る
を
知
り
夕
餉
の
一
刻
を
話
の
弾
む

与
川
内

植
松
寄
子

藁
を
焼
く
煙
は
這
い
て
山
裾
の
棚
田
は
秋
の
終
わ
る
匂
い
す

立
川

堀

梅
子

衣
食
住
の
す
べ
て
に
寒
暖
を
求
め
き
て
感
覚
の
麻
痺
せ
る
吾
の
さ
び
し
も

坂
本

木
下
茂
子

書
き
溜
め
し
歌
を
清
書
す
る
時
に
忘
れ
て
い
た
る
「
私
」
に
出
会
う

棚
野

田
中
久
子

い
つ
か
要
る
い
つ
か
使
う
と
十
余
年
用
な
き
も
の
が
部
屋
を
占
め
ゆ
く

棚
野

殿
川
早
苗

老
い
て
な
お
心
は
ず
み
ぬ
今
日
一
日
一
陽
来
復
の
萌
ゆ
る
確
か
さ

生
名

柳
田
末
子

通
る
た
び
ど
の
病
室
に
も
灯
の
と
も
り
病
む
人
た
ち
の
生
活
お
も
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

も
う
お
顔
忘
れ
ま
し
た
と
書
き
添
え
て
逢
わ
ざ
る
歳
月
を
賀
状
に
お
も
う

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

鉱
山
に
積
ま
れ
し
割
砂
利
は
山
と
な
り
富
士
の
ご
と
く
に
初
雪
か
か
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

一
坪
の
畑
に
残
り
し
馬
鈴
薯
に
小
さ
な
芽
が
吹
き
青
空
覗
く

横
瀬

錦
内
常
一

過
ぎ
し
日
の
悲
し
き
こ
と
も
う
す
れ
ゆ
き
八
十
年
近
く
な
り
て
平
穏
の
日
々

横
瀬

林

と
み
え

初
詣
に
夫
と
連
れ
立
ち
八
栗
寺
の
人
波
の
後
よ
り
賽
銭
投
げ
る

棚
野

英

見

た
し
か
な
る
明
日
あ
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
春
大
根
の
種
を
播
き
お
り

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

朝
々
に
白
菜
の
虫
捕
ら
え
な
が
ら
無
農
薬
農
業
に
吾
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

中
山

栗
城

絹

繁
栄
か
否
か
の
先
は
知
ら
ざ
れ
ど
ま
ず
踏
み
出
す
新
世
紀
の
今
日

棚
野

島

つ
と
む

年
明
け
の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
に
尋
ね
来
て
自
分
ら
し
さ
の
ブ
ラ
ウ
ン
選
ぶ

横
瀬

丸
関
朋
子

校
庭
の
鉄
棒
に
つ
い
誘
わ
れ
て
老
い
た
る
こ
と
に
吾
が
驚
く

中
山

山
下
房
雄

支
え
合
い
夫
と
八
十
路
を
迎
え
た
り
今
年
の
健
康
の
み
を
祈
り
て

棚
野

田
中
茂
子

わ
が
地
区
に
幼
子
の
い
る
は
わ
が
家
の
み
誇
り
と
思
え
ど
寂
し
く
も
あ
る

沼
江

森
脇
光
子

一
里
塚
九
十
五
番
を
数
え
し
は
「
あ
」
字
の
め
ぐ
み
と
謝
し
奉
る

喜
楽
宛

中
瀬
英
夫

次
回
作
品
募
集

三
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選

14
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■
運
転
者
は
■

○

飲
酒
し
た
と
き
は
絶
対
に
車
を
運
転
し

な
い
。

○

飲
酒
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
会
合
等

に
は
、
車
を
運
転
し
て
出
か
け
な
い
。

○

先
を
急
が
ず
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ

な
い
。

○

無
謀
運
転
の
危
険
性
、
反
社
会
性
を
自

覚
す
る
と
と
も
に
、
運
転
能
力
を
過
信

せ
ず
、
カ
ー
ブ
で
の
減
速
や
交
差
点
で

の
安
全
確
認
の
徹
底
等
安
全
運
転
を
励

行
す
る
。

■
地
域
や
職
場
で
は
■

○
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲

ま
な
い
飲
ま
せ
な
い
」
を
地
域
ぐ
る
み

で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

○

各
種
の
会
合
等
を
利
用
し
て
飲
酒
運
転

等
無
謀
運
転
を
し
な
い
こ
と
を
周
知
し

ま
し
ょ
う
。

○

各
種
会
等
の
酒
席
に
は
車
を
運
転
し
て

い
か
な
い
な
ど
飲
酒
運
転
の
追
放
を
職

場
ぐ
る
み
で
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
過
労
運
転
と
な
ら
な

い
よ
う
無
理
な
業
務
計
画
を
立
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
で
は
■

○

飲
酒
し
た
家
族
や
来
客
に
は
、
車
を
運

転
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○

飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に

よ
る
事
故
の
こ
わ
さ
に
つ
い
て
、
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○

車
で
出
か
け
る
家
族
に
「
安
全
運
転
で

!
」
な
ど
と
一
声
か
け
ま
し
ょ
う
。

○

暴
走
族
や
暴
走
行
為
に
参
加
し
な
い
よ

う
子
ど
も
の
行
動
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
等

無
謀
運
転
の
追
放

「

な
い
」
運
動
を
実
践
し
、

み
ん
な
の
力
で
街
か
ら
暴
力
団
を
追
い
出
そ
う
!

暴
力
団
の
債
権
取
り
立
て
、

用
心
棒
、
倒
産
整
理
、
ト
ラ

ブ
ル
の
示
談
な
ど
を
頼
む
と
、

初
め
は
利
用
し
た
つ
も
り
で

も
、
最
後
に
は
骨
の
髄
ま
で

し
ゃ
ぶ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
団
に
利
益
を
与

え
る
こ
と
は
、
暴
力
団
を
育

て
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

暴
力
団
は
相
手
が
弱
い
と

み
た
ら
、
ど
こ
ま
で
も
食
い

つ
い
て
金
を
し
ぼ
り
取
り
続

け
ま
す
。

○
暴
力
団
に
関
す
る
困
り
事

が
あ
る
と
き

○
暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け

た
と
き

○
暴
力
団
の
犯
罪
を
知
っ
た

と
き
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

す
ぐ
警
察
へ
!

暴
力
団
の
脅
し
や
甘
い
言

葉
に
の
っ
て
、
お
金
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
弱
み
に
付
け
込
ま
れ
て
も

お
金
で
解
決
し
な
い

○
寄
付
金
・
賛
助
金
な
ど
の

要
求
に
応
じ
な
い

○
あ
い
さ
つ
料
、
用
心
棒
代

な
ど
は
出
さ
な
い

○
暴
力
団
か
ら
物
を
買
わ
な
い

暴
力
団
を
利
用
し
な
い

暴
力
団
を
恐
れ
な
い

暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
!

平
穏
な
市
民
社
会
を
暴
力
団
の
脅
威
か
ら
守
る
た
め
に
は
、「
市
民
社
会
の
敵
」

で
あ
る
暴
力
団
を
壊
滅
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

駐在所
だより

家出に関する相談や家出をしている

と思われる少年の情報については、各

警察署の生活安全課か、少年サポート

センターに連絡をお願いします。

■少年サポートセンター

ヤングテレホン

088- 625- 8900（平日9:00～18:30）
家庭や学校などでの子どもさん自身の悩
みや子どもさんに関する保護者の方の相談
に応じています。

少年の家出を防ぎましょう
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現在交付している被保険者証は、３月31日で有効期限が満了します。

したがって４月１日以降は、新しい被保険者証でなければ使うことができません。

つきましては、次の日程の通り係員が出向き更新を行いますから、必ず現在使用

されている被保険者証をご持参ください。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転出・他の健康保険加入等）があった

場合は、印鑑をご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてください。

国保に加入してる方

は、所得がない方でも

申告が必要です。
まだ平成12年分の申

告を済まされていない

方は、３月16日までに

必ず済ませてください。

申告を済ませていな

いと保険税の減額が受

けられませんので、ご

注意ください。

月 日 平 成 13 年 ３ 月 30 日

地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原･沼江 沼江センター 午前９:00～９:50 坂 本 坂 本 集会 所

掛谷･山西
今山 ＪＡ生比奈支所 午前10:00～10:50 坂 本 ＪＡ坂本出張所

中 角 農村婦人の家 午前11:00～11:50 与 川 内 ＪＡ与川内出張所

黒 岩 勝 浦 会 館 午後１:00～１:50 横 瀬 ＪＡ勝浦支所

星 谷 星 谷 集会 所 午後２:00～２:50 中 山 中 山 集会 所

生 名 生名センター 午後３:00～３:50 棚野･立川 棚 野 集会 所

被保険者証の正しいとりあつかいを知っておきましょう。

住所、氏名、生年月日

などに誤りがないか確

かめましょう。

裏面の注意事項をよく

読んでおきましょう。

被保険者証の記号番号

を確認して、忘れずに

記録しておきましょう。

被保険者証は他人に貸したり

借りたりしてはいけません。

有効期限の過ぎた被保険者

証は使えません。期限切れ

のものは更新

の手続きを。

治療を受けたあとは、必ず手

元に保管しておきましょう。
（保管の場所
を決めてお
くと使いや
すいです）

コピーした被保険者証は使

えません。

新しい被保険者証を受け取ったら 被保険者証を使用するときの注意

※久国地区は勝浦町税務課で行います。
※４月１日以降は勝浦町税務課で行います。

（金）
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左から 梅山にじほちゃん けんとくん
２歳６か月 ４か月

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

２ 金 健 康 相 談 ９:30～11:00 中山 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

６ 火 健 康 相 談 13:30～15:00 久国 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

７ 水 健康相談・介護者教室 ９:30～11:30 山西 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

12 月 ツベルクリン反応検査 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成９年３月15日から平成12
年２月14日までに生まれた子
４歳未満でまだ受けていない子

予診票・予防接種手帳
母子健康手帳

13 火 健 康 相 談 ９:30～11:30 与 川 内
消防詰所２階

一 般 住 民 健 康 手 帳

14 水 ツベルクリン反応判定
及 び Ｂ Ｃ Ｇ 接 種

13:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

12日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予診票・予防接種手帳
母子健康手帳

15 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

16 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年12月１日から平成12
年４月30日までに生まれた子

母子健康手帳

21 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

30 金 勝浦町みんなの健康
づ く り 推 進 協 議 会

13:30～15:30 勝浦 町 役場

３月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

結
核
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

日
本
で
は
、
結
核
は
か
な
り

減
少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
四
万

人
を
超
え
る
患
者
が
毎
年
発
生

し
て
お
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も

へ
感
染
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
か
か
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
は

結
核
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
い

の
で
、
全
身
性
の
結
核
症
に
か

か
っ
た
り
重
い
後
遺
症
を
残
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
結
核
に
か
か
っ
た
か

ど
う
か
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
で
検
査
を
し
、
陰
性
（
か
か
っ

た
こ
と
の
な
い
場
合
）
の
時
は

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
で
結
核
性
髄
膜
炎
な
ど
は

八
〇
％
、
肺
結
核
も
五
〇
％
は

予
防
で
き
る
の
で
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
つ
い
て

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
ま
ず
行

い
、
四
十
八
時
間
後
に
判
定
し
て
、
陰

性
の
人
（
直
径
九
㎜
以
下
）
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
を
行
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
方
法
は
、
管
針
法
と

い
っ
て
ス
タ
ン
プ
方
式
で
上
腕
二
か
所

に
押
し
付
け
て
接
種
し
ま
す
。
接
種
後

二
か
ら
三
週
間
で
接
種
局
所
に
赤
い
ポ

ツ
ポ
ツ
が
で
き
、
一
部
に
小
さ
く
う
み
を

も
っ
た
り
し
ま
す
。
約
四
週
間
で
か
さ

ぶ
た
が
で
き
て
な
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

異
常
反
応
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
つ
い

た
証
拠
で
す
。
そ
の
ま
ま
普
通
に
清
潔

を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
副
反
応
と
し
て

接
種
を
し
た
側
の
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ

節
が
ま
れ
に
腫
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
様
子
を
み
ま
す
が
、

た
だ
れ
た
り
、
大
き
く
腫
れ
る
場
合
に

は
、
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

勝
浦
町
で
は
今
月
生
後
三
か
月
か
ら

一
歳
ま
で
の
乳
児
と
、
四
歳
未
満
で
ま

だ
接
種
で
き
て
い
な
い
幼
児
を
対
象
に
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
陰
性
者
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
課
保
健
婦

（

二
―
一
五
〇
二
）
ま
で

みんなの健康



家の中のほこりやダニがつきやすいもの
カーテン、ぬいぐるみ、ソファー、じゅう
たん、家具などのすき間

18

保 健 婦 だ よ り

最近、花粉症に悩む方が増えています。花粉症は

２月から３月のちょうどかぜが流行する時期に現れ

始め、症状もかぜの症状によく似ていて、症状の軽

い人は、自分が花粉症であるのも気づかずに長引く

「かぜ」だと思っている人が多いようです。

一般に花粉症といわれているのは、スギ・ヒノキ・

ハンノキ・シラカバなど春に花粉を飛ばすものが原

因で、その花粉が目についたり、鼻の中に吸い込ま

れたり、口から入ってのどについたりすると、①く

しゃみが出る②鼻水がとまらない③鼻づまりが起こ

る④目がかゆくなる⑤涙がでる⑥皮膚がかゆくなる

などの症状が現れます。

花粉症の症状
眼 かゆい・涙がでやすい・充血する・ごろごろする

鼻 くしゃみ・鼻水・鼻づまり・かゆみ
のど・気管支
かゆみ・イガイガ・せき

全身 熱っぽい・頭痛・頭重・だるい・めまい
ぼーっとする

花粉症対策
天気予報などで報道されている花粉情報を活用し、

シーズン中のスケジュールを立てる。

雨の日は、湿度が高く、気温も上がらないので、

花粉は遠くに飛ばない。逆に、よく晴れた日は空気

が乾燥し、風が強い日も要注意。日中で気温が上が

る時間帯の外出は外出対策を行ってから出かける。

外出対策
外出時には、マスク

やメガネを着用し、鼻

や目に花粉が入らない

ようにする。外出時の

衣類は表面が化繊など

のようにすべすべした

ものがよい。毛織物は

花粉がつきやすい。外

出後、家に帰ったら、

洗顔、うがい、鼻をか

むなど実行しましょう。

室内対策
家の中はこまめに掃除をする。

干した洗濯物や布団と一

緒に花粉を取り込まないよ

うにするために、取り込む

時によくふるう。布団は化

学繊維や木綿などの布を掛

けて干す。毛織物はできる

だけ外に干さない。

症状がひどい場合は、医

師に相談しましょう。

－花粉症に要注意－
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行

事

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
五
日

午
後
二
時
～

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
七
日
・
十
四
日

二
十
一
日
・
二
十
八
日

図書館だより

・
黒
い
花
び
ら

村
松
友
視

・
肉

触

佐
藤
智
加

・
リ
セ
ッ
ト

北
村

薫

・
食ぶ
味う
風ぶ
々う
録ろく

阿
川
弘
之

・
ゴ
ミ
の
定
理

清
水
義
範

・
二
人
の
ガ
ス
コ
ン
・
上

佐
藤
賢
一

・
沙
中
の
回
廊
上
・
下

宮
城
谷
昌
光

・
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

黒
田

晶

・
焚
火
オ
ペ
ラ
の
夜
だ
っ
た

椎
名

誠

・
葉
隠
の
名
将
鍋
島
直
茂

童
門
冬
二

・
篠
田
学
の
ダ
ン
ス
入
門

篠
田

学

・
料
理
屋
の
鍋
も
の

柴
田
書
店

・
す
ぐ
に
役
立
つ
食
べ
物
安
心
事
典

辻

啓
介

・
ス
ト
ー
カ
ー
か
ら
あ
な
た
を
守
る
本

高
畠
克
子
・
渡
辺
智
子

一

般

用

・
シ
ッ
ク
ス
・
セ
ン
ス

・
梟

の

城

・
将
軍
の
娘

・
フ
ァ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ

・
ア
ン
ナ
と
王
様

・
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

児

童

用

・
い
た
ず
ら
ペ
ン
ギ
ン

・
恐
竜
大
行
進

・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ア
ス
２
超
人
大
戦

・
対
決

ウ
ル
ト
ラ
怪
獣
大
図
鑑

・
戦
え

ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー

・
ウ
ル
ト
ラ
怪
獣
大
百
科

（
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン

全
四
巻
）

・
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ズ

（
空
飛
ぶ
人
気
者
）

（
不
思
議
な
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
）

（
わ
ん
ぱ
く
協
奏
曲
）

（
グ
レ
ー
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）他

「
南
海
歌
人
」
紹
介

小
松
島
市
、
松
並
武
夫
様
か
ら
、
毎

月
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
勝

浦
町
内
の
方
々
の
作
品
が
、
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
短
歌
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

新
刊
書
紹
介

月
刊
歌
誌

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館

が
し
ま
っ
て
い
る
時
は
、
玄

関
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
く
だ
さ
い

３ 月 休
館
日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

新
着
ビ
デ
オ
紹
介

図書館からのお願い
あなたが今借りられているビデオ・

ＣＤ・図書の返却期限が過ぎていませ

んか。お確かめの上、返却してください。

あなたの返却を待っているお客様の

ために、お願いします。

図書館は、町民の方々に気軽に利用

していただき気持ちよく楽しんでもら

える所です。みなさんのご来館を心か

らお待ち申し上げております。

（日）



ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
生
名
字
東

戸
村
泰
久

（
徳
島
市

岡
田
美
奈

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

小
関
新
悟

長
男

大
字
三
溪

）

字
中
村

妙
恵
子

慎しん
之の
助すけ

影
平

淳

三
男

大
字
坂
本

）

字
上
寺

理
恵

喬
き
ょ
う

亮すけ

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
前
山

赤
川
信
江（
79
歳
）

大
字
棚
野
字
北
川
原

朔

隆
悦（
83
歳
）

大
字
棚
野
字
山
蔭

東
山
一
雄（
75
歳
）

大
字
沼
江
字
黒
岩

岸
野
ハ
ツ
ヱ（
75
歳
）

大
字
坂
本
字
久
良
田

坂
東
治
雄（
55
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１
月
16
日
～
２
月
15
日

太
良
尾
恒
博
さ
ん
（
棚
野
）

松
下
滋
美
さ
ん
（
沼
江
）

森
本

守
さ
ん
（
中
山
）

朔

功
さ
ん
（
棚
野
）

東
山

登
さ
ん
（
棚
野
）

黒
岩
第
一
納
税
組
合

代
表

森
野
光
明

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20

戸

籍

の

窓

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

踊 り
７ 14 21 午後２:00

～４:00水 水 水

歌 謡
12 19 26 午後７:30

～９:30月 月 月

生け花
５ 21 午後７:30

～９:30月 水

大正琴
１ ３ 10 11 木曜日は午後１:00～

土曜日は午後３:00～木 木 土 日

習 字
２ ９ 16 23 30 午後７:00

～９:00金 金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

３月 交流講座日程

３月１日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月５日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月９日 赤 岩 医 院 ２－２００６

３月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月13日 上勝町診療所 ４－５０１０

３月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月17日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月21日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月25日 赤 岩 医 院 ２－２００６

３月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月29日 上勝町診療所 ４－５０１０

３月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ３月26日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 町 田 長 稔
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ３月２日

３月９日

３月16日

３月23日

３月30日

● 時間
午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

３ 月

１
月
16
日
～
２
月
15
日

（
敬
称
略
）

（月）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）




